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2016 年 3 月期 第 1 四半期決算 電話説明会 説明概要 

 

「2016 年 3 月期 第 1 四半期決算 補足資料」をもとに説明いたしましたので併せてご覧ください。 

お手元にない場合は、お手数ですが当社 IR サイトよりダウンロードをお願いいたします。 
http://www.olc.co.jp/ir 

 

・実施日 2015 年 7 月 30 日（木） 

・説明者 取締役 常務執行役員(経理部担当) 横田 明宜 

 

【連結業績】 

2014 年 3 月期第 1四半期決算の実績について説明させていただきます。お手元の補足資料 1ペー

ジ左側上段の四半期連結損益計算書をご覧下さい。 

当四半期は、前年同期と比較して、 

売上高は、9億円、0.9％減の 1,032 億円、 

営業利益は、21 億円、8.8％減の 225 億円、 

経常利益は、21 億円、8.4％減の 232 億円、 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、16 億円、9.4％減の 155 億円となりました。 

 

【セグメント別の売上高】 

セグメント別の売上高とその増減要因をご説明いたします。資料右側上段の【Ａ.売上高】の表「（1）

売上高の状況」をご覧下さい。 

①テーマパーク事業 

売上高は、入園者数が減少したことから、前年同期比 14 億円、1.7%減の 847 億円となりました。 

入園者数およびゲスト 1 人当たり売上高については、1 つ下の表「（2）テーマパーク関連情報」

をご覧下さい。 

入園者数は、4月の悪天候の影響があったことや、前年 5月 29 日からスタートした「ワンス・ア

ポン・ア・タイム」が 2年目を迎えたことなどにより、前年同期を下回りました。 

ゲスト 1 人当たり売上高は、本年 4 月 1 日に実施したチケット価格改定により、前年同期を上回

りました。 

その内訳を説明いたしますと、チケット収入が前年同期を上回ったほか、商品販売収入は前年同

期とほぼ同様、飲食販売収入は前年同期を若干上回りました。 

 

②ホテル事業 

売上高は、3 つのディズニーホテルそれぞれの平均客室単価が増加したことから、前年同期比 3
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億円、2.4％増の 142 億円となりました。 

なお、各ホテルの客室稼働率・平均客室単価の前年同期差異につきましては、資料右側中段の「(3)

ホテル関連情報」に記載しております。 

 

③その他の事業 

売上高は、前年同期比 1億円、4.2%増の 43 億円となりました。 

 

 

【セグメント別営業利益】 

セグメント別の営業利益とその増減要因について説明いたします。資料右側の中段【Ｂ.営業利益】

の表をご覧下さい。 

④テーマパーク事業 

売上高の減少およびコストの増加により、前年同期比 25 億円減の 193 億円となりました。 

コストについて説明します。商品原価率および飲食原価率は、為替の影響などにより、増加しま

した。また、固定経費・諸経費は、大型投資案件に向けた費用などが増加し、12 億円増加しまし

た。なお、人件費および減価償却費は、前年同期とほぼ同様となりました。 

⑤ホテル事業 

売上高が増加したことなどから、前年同期比 3億円増の 28 億円となりました。 

⑥その他の事業 

前年同期とほぼ同様の 3億円となりました。 

 

【第 1四半期業績の推移】 

資料左側下段の「【参考】第 1 四半期業績の推移」のグラフをご覧下さい。連結の業績について、

経年の推移で説明いたします。 

 

左側のグラフは、棒グラフが売上高、折れ線グラフが営業利益率を示しています。 

右側のグラフは、薄いグレーの棒グラフが営業利益、濃いグレーが四半期純利益を示しています。 

近年、第 1 四半期の成長に注力してまいりましたが、第 1 四半期の売上高および各利益は、東京

ディズニーリゾート 30 周年だった 2013 年 4－6月期以降、それまでの水準を一段上回って推移し

ております。 

 

 

 

 

【総括】 

総括をさせて頂きます。資料右側下段の「総括」をご覧下さい。 



3 

対前年同期 

当四半期実績を前年同期と比較いたしますと、売上高および各利益は、いずれも下回りました。 

・ チケット価格改定に伴い、ゲスト 1人当たり売上高が増加したものの、4月の悪天候や「ワン

ス・アポン・ア・タイム」が 2 年目となったことにより、テーマパーク入園者数が減少した

ことなどから、売上高が減少しました。 

・ 営業利益については、ホテル事業の営業利益が増加した一方で、テーマパーク事業の売上高

の減少や、為替の影響などによる商品原価率および飲食原価率の増加、大型投資案件に向け

た費用などの固定経費・諸経費の増加により、減少しました。 

対業績予想 

続きまして、四半期毎の数値は開示しておりませんが、当四半期実績を業績予想と比較いたしま

すと、売上高は予想を下回ったものの、営業利益はほぼ予想通りとなりました。 

・ 売上高については、テーマパーク入園者数がほぼ予想通りとなったものの、ゲスト 1 人当た

り売上高が若干下回ったことなどにより、予想を下回りました。 

・ 営業利益については、売上高が減少したものの、テーマパーク事業の固定経費・諸経費が減

少したことや、ホテル事業の増益により、ほぼ予想通りとなりました。 

第 2四半期連結累計期間および通期の業績予想 

最後に、当四半期決算を踏まえた第 2四半期連結累計期間および通期の業績予想についてですが、

当四半期はご説明したとおり推移したものの、第 2四半期以降がテーマパーク入園者数のボリュ

ームゾーンであることなどを踏まえ、現時点では業績予想を据え置くことといたします。          

以上 


